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 ① 日比谷座長（国際基督教大学学長） ・・・ １ 

 ② 浅野委員（山形大学学術研究院教授、名古屋大学ＩＲ本部特任教授） ・・・ ５ 
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 ⑥ 佐藤（東）委員（学校法人桜美林学園理事長・桜美林大学総長） ・・・２６ 
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資料１２ 
中央教育審議会大学分科会 

教学マネジメント特別委員会 

（第４回） Ｈ31.4.26 



①（シラバス関係） 国際基督教大学

https://office.icu.ac.jp/ctl/fd_class_preparation/syllabus.html

日比谷座長
御提出資料
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②（ＣＡＰ制関係）
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③（履修指導関係）

学内サイトより
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適切なシラバス作成に向けた取組（１）

シラバス項目名

担当教員

授業の目的

授業の到達目標

授業概要（キーワード）

科目の位置づけ

授業計画【授業の方法】

授業計画【日程】

学習の方法【受講のあり方】

学習の方法【授業時間外学習へのアドバイス】

成績の評価【基準】

成績の評価【方法】

テキスト・参考書

その他【学生へのメッセージ】

その他【オフィス・アワー】

単位数 授業時間 必要回数 自習時間 学習時間

１ 1.5 8回 2.3 45

２ 1.5 15回 4.5 90

４ 1.5 30回 4.5 180

例：２単位の講義科目では、90時間（2×45時間）の学修のうち、
授業で22.5時間（1.5時間×15回）、自習で67.5時間（週
当たり4.5時間）をもって構成しなければならない。

知識・理解 技能 態度・習慣

列記（または列挙）できる

述べることができる

記述できる

分類できる

比較できる

対比できる

類別できる

指摘できる

関係づけることができる

判断できる

選択できる

予測できる

・・・

創造できる

測定できる

操作できる

工夫できる

模倣できる

実施できる

行うことができる

始めることができる

感じることができる

動かすことができる

触れることができる

調べることができる

・・・

行うことができる

実施できる

尋ねることができる

助けることができる

コミュニケートできる

討議できる

寄与できる

示すことができる

見せることができる

表現できる

感じることができる

始めることができる

・・・

シラバス入力マニュアルを配布し、適切な内容で作成・公表を推進

浅野委員
御提出資料
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適切なシラバス作成に向けた取組（２）
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3出所：http://www.yamagata-u.ac.jp/ky-k/k-gp/04.html

教育ディレクターが各教育プログラムのシラバスを確認

適切なシラバス作成に向けた取組（３）
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授業科目間の整合性確保

教育課程の編成・
実施方針（CP）

カリキュラム 学位授与の方針（DP）

CP1 CP2 … CPn 科目名 担当教員 授業の目的 授業の到達目標 DP1 DP2 ・・・ DPn

〇 〇

サイエンス・ス
キル

山形太郎
山形花子

化学、生物、物理
学及び生化学の基
礎知識を涵養する。

(１)○○に関する
基礎知識を把握
できている。

(２)△△に関する
理論を理解でき
る。

(3)◇◇的なものの
見方を身に付け
ている。

(１)△
I

(２)◎
R

(３)〇
M

(1)△
A

A1学プログラム

A2X学プログラム

A2Y学プログラム

B1学プログラム

B2学プログラム

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◎ DP達成のために特に重要な事項
〇 DP達成のために重要な事項
△ DP達成のために望ましい事項

I： Introduced
R: Reinforced
M: Mastered
A: Assessed

CPとの対応状況 DPとの対応状況 カリキュラムの順次性

カリキュラム・マップを通じて教育プログラムの体系性・順次性を担保
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CAP制の導入状況

先行している以下の学部、研究科の事例を基に全学導入に向けて検討中

理学部

・1学期ごとに履修登録することができる総単位数の上限を設定

・基盤共通教育科目と基盤専門教育科目を合わせて２４単位。ただし、以下の（１）及

び（２）に該当する者はCAP制の対象外とする。

（１）「理系のキャリアデザインA」「教職に関する科目」「博物館に関する科目」

及び介護等体験（事前指導含む）

（２）前学期の修得単位数が14単位以上、かつGPAが3.0以上の者

教育実践研究科

・履修単位の上限は、各学年前期・後期それぞれ20単位、年間で40単位とする。
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履修指導の仕組み

平成16年度から【ＧＰＡ制度】【アドバイザー制度】【学習サポート教員制度】の三つの
柱で構成される「YUサポーティングシステム」を導入

GPA制度

学生の学習の成果を、履修し
た単位数とともに成績を平均し
たＧＰＡによって把握し、その
値に基づいて、学生の学習に関
する相談に応じ、指導を行うた
めのものです。

アドバイザー制度

各学部の教員でもあるアドバ
イザーが修学面・生活面に関わ
らず様々な相談にのり、指導・
助言を行うとともに、適切な関
係窓口への橋渡しも行います。

学習サポート制度

「学習サポートルーム」にて、
学生AA・職員が、主に学習につ
いての相談に応じるものです。

出所： http://www.yamagata-u.ac.jp/gakumu/yuss/yu.html

1
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共愛学園前橋国際大学

第4回教学マネジメント特別委員会資料 （共愛学園前橋国際大学 大森）

共愛学園前橋国際大学
シラバス項目と記載要領抜粋

「共愛12の力」との対応とは、授業での学びのプロセスを通して、学生が
身につけることができる可能性のある力です。学生はシラバス上で示され
た各教科における力を、ポートフォリオで12の力毎の一覧として確認し、
その総体として自らの力をルーブリックで評価します。12の力のうち概ね
4～6選択してください。

授業の進め方について具体的に記載するとともに、課題や質問に対してど
のように対応、フィードバックするのかについても記載してください。
※Moodleを利用する場合はその旨を明記してください。
※All English で実施する授業はその旨を明記してください。

授業の成果としての学生の学修を測定する方法について、目標が達成され
たかどうかをどのように判断するのかを学生が分かるように記載してくだ
さい。また、評価の目的や達成すべき水準についても明記してください。
（例）授業への参加度20％、レポート30％、定期試験50％
（例）講義内容に関する知識習得度と資料を読み取る力を学期末テストに
おいて評価する
（例）グループワークでは、課題理解度、チームへの貢献度主体性、リー
ダーシップを総合的に評価する

科目ＮＯ． □□□ 科目名 ■■■■ 

教員名 ■■ ■■ 開講学期 ■■ 単位数 ● 

概要 △△△△△△△△ 

到達目標 △△△△△△△△ 

「共愛１２の力との対応」 

識見 自律する力 コミュニケーション力 問題に対応する力 

共生のための知識 〇 自己を理解する力   伝え合う力 〇 分析し思考する力   

共生のための態度   自己を抑制する力 〇 協働する力   構想し実行する力   

グローカルマインド   主体性   関係を構築する力 〇 実践的スキル   

教授法及び課題のフィ
ードバック方法 

  

アクティブラーニング 〇 サービスラーニング   課題解決型学修 〇 

受講条件・前提科目 △△△△△△△△ 

アセスメントポリシー
及び評価方法 

△△△△△△△△ 

教材 ■■■■ 参考図書 ■■■■ 

内容スケジュール 

１週目 

授業学修内容 △△△△△△△△ 

授業外学修内容 △△△△△△△△ 時間数 〇.○時間 

（２週目～１５週目は省略） 

上記の授業外学修時間の合計  〇〇時間 その他に必要な自習時間 〇〇時間 

English Ver. 

 

シラバスをポートフォリオに取り込むことで、教員がチェック
した「共愛12の力」で学生が当該力が身につくとされた履修科
目を検索することができ、自己評価に活用できる。また、授業
アンケートで学生にも「共愛12の力」のうちで身についた力を
聞くことで、教員の意図と学生の自己評価の整合性を確認でき
るようにしている。
シラバスの点検は、コース長（並びにコースメンバー）が担当
領域科目を分担して実施している。

科目単位のアセスメントポリシーについて、非常勤講師の先生
も含めまだまだ共通理解が図れておらず、その精度や深度は多
様であるし、「共愛12の力」（＝DP）の獲得／到達に係る科目
単位のアセスメントについても十分ではない。

TOPIC

課題

受講後何が達成されるか、何が出来るようになるのかを記載してください。

大森委員御提出資料
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共愛学園前橋国際大学

第4回教学マネジメント特別委員会資料 （共愛学園前橋国際大学 大森）

共愛学園前橋国際大学のCAP制について

◇履修登録上限（キャップ制）について◇（履修ガイド抜粋）

受講科目の理解を深めるため、1 年間で履修する単位数は 40 単位までとなっています。

履修登録上限単位数に含めない科目は下記のとおりです。

・再履修科目・集中講義科目・教職科目・教職聴講学生として許可された科目

・履修登録期間中に登録を行わない科目（地域実践演習等）

・国内留学プログラム認定科目・前年度履修した海外研修科目及び単位互換科目

・単位互換協定校で修得した科目・入学前に修得した単位互換科目

※国際社会専攻が対象となります。児童教育専攻（小学校教員養成課程）には適用となりません。

①履修ガイド（コース毎に作成されている）

②毎年度全学年対象に、学年ごとのオリエンテーションを実施

③新入生については、全般のオリエンテーションの他に、履修指導に特化したオリエンテーションプログラムを実施し、選択コースごとに担当教
員・先輩アドバイザーが指導・支援

④基礎演習（初年次教育）の中で面談等を通して指導

⑤アドバイザー制

⑥KYOAI CAREER GATEを活用した目標の設定と年度ごとの「共愛12の力」の達成に係るリフレクションを実施。そのためにオリエンテーショ
ン期間中に全学年リフレクションアワーを設定するとともに、アドバイザーとの面談を実施。（KYOAI CAREER GATEについては次ページ）

共愛学園前橋国際大学の履修指導について

①日常の履修相談窓口として学生センターを設置

②様々な学びを支援する部署

・外国語の履修・学修支援：外国語センター

・海外研修や留学の支援：グローバルオフィス

・地域実践学修等の支援：COCオフィス／地域共生研究センター

・教職課程履修者の履修・学修支援機関：教職支援室

③様々な学びを支援するピア・ラーニングの仕組

・英語・中国語のピア・ラーニング：Academic Peer Tutor
・IT活用・学修のピア・ラーニング：ITサポート

・ピア・ラーニングによるライティングデスク：ラピタ・デスク(Library Peer Tutor Desk)
・ピア・ラーニングによる留学生の学修支援：留学生チューター

・障がい学生支援：障がい学生支援ボランティア

共愛学園前橋国際大学の履修支援・学修支援について

1
2



共愛学園前橋国際大学

第4回教学マネジメント特別委員会資料 （共愛学園前橋国際大学 大森）

4年間の学びと活動のの一つ一つを、eポー
トフォリオである

KYOAI CAREER GATE
に蓄積し、自分の学修を振り返りながら、
それをエビデンスとして、学修成果指標に
基づく成果の自己評価と可視化をします。
さらに、その活動や成果を

SHOWCASE
を通して社会へと発信し、目ざすキャリア
へと接続します。

共愛学園前橋国際大学のポートフォリオとショーケース

1
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沖委員 

御提出資料 

2019 年 4 月 26 日 第 4 回教学マネジメント特別委員会 
 

立命館大学の事例 
立命館大学 沖 裕貴 

 
１．シラバス関係 
 ①シラバスについては、「シラバス入稿マニュアル」を作成し、豊富な事例（良い書き

方、悪い書き方）をもとに、非常勤講師や新任教員にも分かりやすく説明している。 
 ②シラバスの書き方のうち、到達目標や成績評価の方法については、新任教員研修でワ

ークショップを行い、徹底している。 
 ③シラバス入校後、専門科目については学部執行部が、教養科目については科目の基本

担当者が、教職科目等については教職センターの執行部が点検マニュアルに沿って点

検し、不備がある場合には書き直し期間を設けている。 
 ④本学のシラバスの位置付け、役割、特徴、項目は、以下の通りである。 
   ＜位置付け＞ 

 各学部・研究科が育成する学生像と教育目標を達成するため、それぞれの科目

の受講生の到達目標を教育目標との関係で明らかにするもの。 
 受講生の到達目標に対応した成績評価基準を明示するもの。 
 授業が学部・研究科の教育目標に沿って運営がなされていることを確認し、教

育（授業）の質を保証するもの。 
＜役割＞ 

 教員が学生に対して、予め授業内容を約束する。 
 学生が科目を受講する際の責任を明確にする。 
 教員と学生の授業における双務責任を明確にする。 
 学生に対して事前に必要な受講情報を提供する。 
 教員と学生が授業に関するコミュニケーションを図る手助けをする。 

＜特徴＞ 
 「到達目標」と DP の関連性の確保 
 「到達目標」と「成績評価方法」の対応関係の確保 
 同一科目の「科目概要」「到達目標」の統一 
 公開後の変更の制限（到達目標、成績評価方法は変更不可） 

＜項目＞ 
１．授業の概要と方法 【入力必須】 
２．受講生の到達目標 【入力必須】（学生を主語に○○できる） 
３．事前に履修しておくことが望まれる科目 
４．授業スケジュール 【入力必須】 
５．参考動画（学内のみ公開） 
６．授業外学習の指示 【入力必須】 
７．成績評価方法 【入力必須】 
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８．受講および研究に関するアドバイス 
９-１．教科書、参考書：図書館 
９-２．教科書、参考書：立命館生活協同組合での教科書販売 
10．参考になる WWW ページ 
11. 授業内外における学生・教員間のコミュニケーションの方法 【入力必須】 
12.（お願い）授業における夏期・春期休暇等を利用した海外調査・研究室交流等 

のシラバスへの掲載 
13. 授業で利用する言語 【入力必須】 

 
２．CAP 制関係 
 2018 年度以降の受講登録上限単位数（受講登録できる単位数の上限）については、大

半の授業がセメスター単位で開講されていることから、授業外学習時間の確保を含む学習

の実質化を目的に、セメスターごとに上限単位数を設定することとした。（2016 年 3 月
14 日教学委員会） 
その後、各学部・研究科から出された課題について整理を行い、2017 年 3 月 13 日教

学委員会（「2018 年度以降の教学諸制度改革提案についての学部等での検討を踏まえた再

提案と実施方針について」）において、基本方針は堅持しつつも、一部を例外対応とする

旨提案し、例外対応を行う内容について意見集約を行った。 
2018 年度以降の受講登録上限単位数の設定および例外対応については、各学部・研究

科の意見を踏まえ、以下の方針とする。 
 2018 年度以降入学者は、セメスター毎の受講登録上限単位数を設定する。 

上限単位数は、現行の「回生上限÷2、奇数の場合は＋１」を原則として、各学

部で検討、確定する。（上限単位数を設定している研究科も同様とする） 
 ただし、以下については特例対応とする。 

① 一部学部の特例対応 
現行カリキュラムにおいて、上限単位数のセメスター化を行うことが困難な、法学

部、経済学部、経営学部、理工学部については、当面、回生ごとの上限単位数を設定

する。 
② 留学派遣者等の特例対応 

上限単位数を緩和することは、一部の学部より、学習の実質化の観点から問題指摘

も寄せられている。ただし、留学先で修得した科目の単位認定実績が、本学に在学し

て履修した場合の単位数取得実績を下回る状況を踏まえ、以下のとおり上限単位数の

緩和を認める。※受講登録上限単位数は、大学基準協会「大学評価」における基盤評

価項目として年間「50 単位未満」の設定が求められている。 
 
３．履修指導関係 
 各学部の学修要覧によるオリエンテーション期間での説明に加え、オリター（ピア・サ

ポーター）や基礎演習担当教員によって指導が行われている。 

15



1 

 

 

川並委員 

御提出資料 

計画（シラバス）執筆要領―抜粋― 

 

                           聖徳大学 

聖徳大学短期大学部 

 

本学は、「実践力のある女性」の育成という教育目標を掲げ、「自立するチカラをはぐ

くむ」ための教育改革に取組んでいます。平成 26 年度に新たな「授業計画（シラバス）執

筆要領」に基づく授業改革が着手されました。ところで、学士課程教育の改善について、

平成 20 年 12 月の中央教育審議会答申（「学士課程教育の構築に向けて」）以降、平成 24

年 8 月の答申（「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて―生涯学び続け、主体的に

考える力を育成する大学」）、さらに平成 25 年 6 月の「教育振興基本計画」では、授業改善

があげられています。その授業改善の柱が学生の主体的な学びの構築にあることは、すで

にわれわれにとっても周知のことです。その構築は、本学の改革から見ると「自立するチ

カラをはぐくむ」教育の実質化にあると言えます。 

さて、主体的な学びの構築が学習方法の改善にかかっていることはすでに実施している

大学の先行事例からも明らかです。その改善として、アクティブ・ラーニング（能動的学

習）等が挙げられています。平成 26 年度では、本学でも多くの教員がアクティブ・ラーニ

ング等を授業に導入しています。平成 27 年度からは、すべての授業にアクティブ・ラー

ニング等を積極的に導入し、「自立するチカラをはぐくむ」教育の実質化を全学体制で図

っております。 

さらに、平成 29 年度には三つの方針（学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、

入学者受け入れの方針）を、より高い学習成果の達成を目指して一体的・体系的に策定し、

平成 30 年度からは三つの方針を起点とした学習成果達成度の振り返りと、継続的な改善

によるその実質化の仕組みとして新たにアセスメント・ポリシーを策定し、更なる教育の

質の向上を目指すことにしました。 

今回の授業計画（シラバス）作成にあたっては、「自立するチカラをはぐくむ」教育の

実質化を実現するために、改善を行っています。なお、この改善は、学生たちの主体的な

学びに一層寄与できるようにするとともに、第三者評価等の社会的評価に対応できるよう

に、主に以下の項目について記述内容の改良を図っています。 

 

 (1) 到達目標、学習成果を明確にする 

平成 26 年度より、学習成果（Learning outcomes）の項目を新設した理由は、「何を教

えるか」よりも「何ができるようにするか」という点に力点を置く中央教育審議会等の方針

及び大学評価の方向性を踏まえています。そのために、到達目標を含めて学習成果は到達目

標を達成するための指標となっています。 

(2) ディプロマポリシーとカリキュラムマップに基づく科目間の関連を明確にする 

当該授業科目とディプロマポリシー及び科目間の関連を明確にします。各学科でカリキュラ

ムマップが作成されていますが、当該授業科目が学科等のカリキュラム全体の中でどのよう

な位置づけになっているのか、さらにディプロマポリシーの達成にどのように寄与している

か分かりやすく伝えることが大切です。 
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2 

 

(3) 「学びで得られる成果」で科目群の学修成果を明確にする 

平成 30 年度からは、カリキュラムマップに対応した「学びで得られる成果」を作成し、

学則に定める人材養成の目的及び学位授与の方針に定める学修成果の獲得に向けて、各科

目がカリキュラムマップ上の科目群を単位として、どのように関連するのか、その達成度

の評価方法と共に明確にしました。必ずご参照のうえ、シラバスを作成して下さい。 

※  学則及び三つの方針（特に学位授与の方針、教育課程編成の方針）とカリキュラ

ムマップ、カリキュラムマップ上の科目群の学修成果と各科目の関係については、

別添資料のイメージをご覧下さい。  
(4) 授業ごとに習得してほしい能力等を明示する 

一回ごとに学生が習得してほしい知識・能力・技能を明示し、単位の実質化を図ります。こ

の習得してほしい知識・能力・技能は学習成果と対応することになります。 

(5) 一回ごとの授業準備として予習・復習等に必要な時間及び内容を具体的に明示する  

我が国の単位制度は、授業時間外に必要な学修等を考慮して 45 時間相当の学習量をもって

1 単位と定めています。今回の授業計画（シラバス）の改善には、一回ごとの予習・復習等

に必要な時間及び具体的に内容を明示することにしています。事前事後学修を促す授業の開

講をお願いします。 

 

 

 

授業計画（シラバス）の学生指導 

 

 教員は、授業開始時に、シラバスに基づいて、15 回の授業の展開、および「達成目標」

と「学習成果」を説明してください。その際、教育課程掲載のカリキュラムマップ及び「学

びで得られる成果」を用いてカリキュラム上での科目の位置付けや科目（群）で目指す学

習成果を説明し、科目学習の意義と必要性を必ず説明して下さい。 

また、授業の進行にそくして「身につく資質・能力」が再確認できるように、当該授業

のシラバスを持参するか、あるいはノートに貼り付けるか、あるいはファイルに綴じてお

くなどの具体的なアドバイスをするような教育的配慮をお願いします。 

 さらに、学生が授業評価を行う際に、主体的な学びによってどのような知識、能力・技

能を習得でき、「学習成果」を達成できたのか、シラバスに則して判断するように指導し

てください。 
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＜学習ポートフォリオ「SEITOKU Design Chart（略称：SDChart）」について＞ 
 

                          
                               聖徳大学 

聖徳大学短期大学部 
 

SDChartは、学んだことや経験したことなど、学びの過程を可視化したもので、日々の学習到達度の速やかな把

握、様々な角度からの評価を可能にし、「結果（成績）」から「マイナス」を探すものではなく、「（学習の）プロセ

ス」から「プラス」を見出すものです。皆さんは、この SDChart を活用し、学びの成果を振り返り、伸びてゆく

方向性（到達項目）に照らして、自分が獲得してきたことと、これから獲得すること、つまり今後の目標を心に刻

み、自己の成長と“夢”実現のために役立ててください。 

＜SDChartの構成＞ 
SDChartは、次の４つの要素から構成されます。 

 
１．自己評価調査（輝く女性を目指して） 
自己評価調査とは、自分の今の能力や意識を客観的に把握し、今後の学生生活の目標のために活用することを目

的としています。 数値化することによって、客観的に自己評価し、成長を実感し、輝く女性になれるために役立

ててください。 1年次（入学時・春学期・秋学期終了時）、2年次（春学期・秋学期終了時）の計5回入力します。 
 また、クラス担任が入力内容を確認し、充実した学生生活デザインと夢実現をサポートします。 

 
２．SEITOKU Academic Literacy Ⅰ 
「SEITOKU Academic Literacy Ⅰ」は、夢プロジェクトの一環とした全学共通科目であり、リテラシーのう

ち、「ことば」で的確に自分の思いを伝える力を育成する授業科目です。単に、文章を書くための技術や知識を学ぶ

のではなく、「相手に伝えたい自分の思い」とは何なのか、という自己分析の段階からはじめて、現在の自分が持っ

ていることばの知識を最大限に活性化させながら、「伝わる表現」にするためにはどんな留意と工夫が必要なのかを

学びます。 

● 授業で学んだこと、新しく発見したこと、新たな課題を授業中に配布されるリフレクションシート【SEITOKU 
Academic Literacy Ⅰ】に記入し、教員から返却後この冊子に貼り付けてください。 
● 不十分な課題については聖徳ラーニングデザインセンターで各自トレーニングを積んでください。 

 
３．SEITOKU Academic Literacy Ⅱ（ Logical Thinking 2 ） 
「SEITOKU Academic Literacy Ⅱ」は、夢プロジェクトの一環とした全学共通科目であり、リテラシーのうち、

論理的思考力を養成し、問題発見とそれを解決するための思考法・技術の習得を育成する授業科目です。 
大学では専門科目を多く学びますが、学びに共通する点は、論理的思考力を身に付け、｢正しい考え方で問題を解決

できる｣力です。「SEITOKU Academic LiteracyⅡ」の目的は，このような課題解決を可能にする基本的な思考力と

スキルを身に付けます。 

● 授業で学んだこと、新しく発見したこと、新たな課題を授業中に配布されるリフレクションシート【SEITOKU 
Academic Literacy Ⅱ】に記入し、教員から返却後この冊子に貼り付けてください。 
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● 不十分な課題については聖徳ラーニングデザインセンターのプログラムで各自トレーニングを積んでください。 

☆SEITOKU Academic Literacy Ⅰ・SEITOKU Academic Literacy Ⅱともに社会で実際に出会う様々な課

題を解決する授業（事例研究の演習）である SEITOKU Academic Literacy Ⅲ(キャリア総合演習Ⅰ､キャリア

実践演習Ⅰ）で活用され、大学での新たな学びの成果を実感することができるでしょう。 

 
４．SEITOKU Academic Literacy Ⅲ（キャリア総合演習Ⅰ、キャリア実践演習Ⅰ） 
「SEITOKU Academic LiteracyⅢ」は、聖徳夢プロジェクトのなかで、自立した力を備え職業(キャリア)をデ

ザインする基礎力を育成することを目的とします。これまでの自己を振り返り、自己の生き方を見つめ直す自己管

理能力の基礎を総合的に育成するとともに、SEITOKU Academic Literacy Ⅰ・SEITOKU Academic 
Literacy Ⅱとともに、各学科のキャリア教育科目と「夢実現プログラム」、および専門教育につながる科目です。 
※開講時期は、学科によって異なります。時間割をよく確認の上、履修登録を行ってください。 

 
 
＜評価について＞ 
 SEITOKU Academic Literacy ⅠおよびSEITOKU Academic Literacy Ⅱの評価（S,A,B,C）については、

2 年秋学期につきます。ただし、合否（○、×）のみは1 年次の成績発表時にお知らせいたします。評価基準につ

いては、シラバスを参照してください。 
○ステップアップ認定試験（希望者のみ） 

 1 年次に実施するアチーブメントテストの点数より高いレベルを目指す人のためのテストがステップアップ認定

試験です。 
●対象者：アチーブメントテストの結果で当該科目が合格（○判定）、または個別指導において合格した者 
●受験実施時期（各学期に掲示等で連絡します） 

 1年次秋学期 2年次春学期 2年次秋学期 

SEITOkU Academic Literacy Ⅰ ○ ○ ○ 

SEITOkU Academic Literacy Ⅱ（ Logical Thinking 1 ） 
【大学】心理学科、看護学科【短大】総合文化学科のみ ○ ○ ○ 

SEITOkU Academic Literacy Ⅱ（ Logical Thinking 2 ） ― ― ― 

 
 
＜入力方法について＞ 
  Active Academy のアンケートにて回答します。 
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【シラバス様式】 

 

授業科目名  

サブタイトル （46 字×1 行）授業内容がわかるような一般項目を必ず入力する。 

授業区分   単位数 ○単位 開講時期 ○学期 出席要件 2/3 or 4/5 

担当教員 複数の場合、◎科目責任者を先頭に全員をフルネームで列挙 授業形態  

質問受付の

方法 

（46 字×1 行）  

連絡先の記載は不可。 

専任教員は、「オフィスアワーとして研究室に掲示」を記入してください。 

到達目標と

学習の成果 

到達目標 

 

① 授業の目的を具体化し、１５回の構成で「何ができるようになると期待され

るか」という習得させたい知識や能力・技能を記載してください。 

② どのような知識や能力・技能を育成しようとしているのかについても理解でき、学科等

の専門科目を履修していくうえで、どのような位置にあるのか、ないし意義を有しているの

かについてイメージできることが大切です。（46字×8行） 

 

学習成果 

 

① 到達目標と対応し、各到達目標をいかなる学習成果をもって評価するのか、その評価の

基準（スタンダード）を意味します。 

② 学習成果では、基本的に、「…ができる」という表現とし、理想的な学習成果の目安を

示してください。（46字×8行） 

 

ディプロマ

ポリシーと

の関連 

（46字×５行） 

①ディプロマポリシーとの関係を明示する。 

②カリキュラムマップのどこに位置づいているのかを示す。 

授業の方法 

 

授業方法の効果的導入を工夫してください。 

アクティブ・ラーニング、ＰＢＬ、サービス・ラーニング、学習規律の定着、課

題に対するフィードバックをどのように活用し、どのような効果を見込めるか明

示してください。（46 字×9 行） 

テキスト 

教材 

参考図書 

（各４６字）  

テキスト・参考図書は、編著者名、『書名』(出版社、発行年)の順で入力してください。 

用いない場合は、「使用しない」「プリントを配布」等と記載してください。 

評価の要点 

 

① 授業科目の成績評価の基本的な考え方を、予め学生に提示し、学生が学習の目的・達成

目標に基づいた学習成果を理解し、主体的に学修を進め、習得すべき学習目標を明示してく

ださい。 

 

② 講義に関しては、学習成果の指標に基づいて、どのような内容をどこまで理解したのか

等を評価することを記載してください。 （46字×4行） 

 

評価方法と

採点基準 

（46 字×4 行） 

小テスト○○％、レポート○○％、定期試験○○％、実技・作品○○％と 

合計が 100％になるようご記入ください。 

履修上の注

意事項や学

習上の助言

など 

（46字×4行） 

①履修上の注意事項や履修要件などがある場合は、その旨を記載してください。 

②履修前に終えておかなければならない科目や修得しておくべきスキル、その他、受講態度や 

心構え等、先生が学生に期待する事項を記載してください。 

③事前事後学修について、具体的な学修内容を記載してください。 
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授業回数別教育内容 身につく資質・能力 予習・復習等 

１

回 

 

① それぞれの回数ごとに「毎回の授業タイトル（テーマ）」と

「授業内容」を明記してください。 

 

② 授業内容は、15 回をとおして「到達目標・学習成

果」を系統的に達成できる構造になっているか（授業毎

の課題を理解できているか、それぞれの授業がその段階

を達成しているか）、その授業を終えた学生が“何がで

きるようになるか”を箇条書きしてください。 

 

③ 複数回に渡って同様のテーマを取り扱う場合は、テ

ーマに数字を付して区別し、回数ごとに扱う「授業内容」

を記載してください。回数ごとに扱う「授業内容」を記

載してください。 

 

（毎回の授業タイトル３０字×3 行、 

授業内容 30 字×3 行） 

 

 

①  授 業 回 数 ご と

に 、 ど の よ う な 知

識、能力・技能等が

身 に つ く と 期 待 さ

れ て い る か を 明 記

してください。 

 

② 授業ごとの「身

に つ く 資 質 ・ 能 力

等」は、15 回終了

時 に 学 習 成 果 と な

るという理解を、学

生とともに、共有し

てください。 

（９字×４行） 

 

①  予 習 ・ 復 習 等 に

必 要 な 時 間 、 及 び そ

れ に 準 じ る 程 度 の 具

体 的 な 学 修 内 容 を 記

載してください。 

 

②  レ ポ ー ト 、 課 題

な ど を 出 す 場 合 に は

そ の 旨 の 記 載 と そ れ

に 必 要 と さ れ る 標 準

的 な 時 間 及 び 内 容 を

記入願います。 

（９字×４行） 

２ 

回 

３ 

回 

４ 

回 

５ 

回 

６ 

回 

試

験 

（試験方法 40 字×3 行）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21



【参考 2】 

 

シラバスチェック項目 

 

下表はシラバス点検時のチェック項目になります。シラバス本登録前に自己チェックを

お願いいたします。 

 

 

№ 項目名 チェック内容 
確認欄

✓ 

① サブタイトル 授業内容がわかるような一般目標となっているか。 
 

② 

到達目標と学習の成果 ・「…できる。」という表現になっているか。 
 

 ・到達目標 ・到達目標の設定が適切か。 
 

 ・授業構成と到達目標 ・授業構成と到達目標の関連が十分であるか。 
 

③ 
ディプロマポリシーとの

関連 

・ディプロマポリシーの文言を使用して、ディプロマポ

リシーとの関係を明示しているか。 

 
※全学共通科目については大学・短期大学部のディプロ

マポリシーとの関係。 

④ 
カリキュラムマップ上で

の位置づけ 

・カリキュラムマップにおける当該科目の位置づけ（学

年、身につける力等）が明示されているか。  

⑤ 評価方法と採点基準 

・評価方法と採点基準が明記されているか。 
 

・評価の出席の多少が対象になっていないか。 
 

⑥ 採点要件の配分 

・採点要件の配分（％）が明記されているか。 
 

・合計 100％になっているか。 
 

⑦ 予習・復習等 
予習・復習等の時間及び具体的な学修内容となっている

か。  

⑧ 全項目 空欄がないか。 
 

⑨ 教育内容について 記載されている教育内容が適切か。 
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履修単位の上限設定（ＣＡＰ制）について 

聖徳大学 

 
 

聖徳大学では、履修登録の上限設定（ＣＡＰ制）について次のとおり取り組んでいる。 

 
１．各年次において履修登録できる単位数は、１年間で 40 単位を上限とする。 

ただし、教員免許状及び諸資格を取得する場合は、１年間で 40 単位を超えて 

履修することができる。 

２．学生が取得できる教員免許状及び諸資格は、必修を除き２種類以内とする。 

ただし、１年次の成績が一定の水準（ＧＰＡ2.5）以上に達した場合は、3 種 

類以上の教員免許状及び諸資格を取得することができる。 

３．教員免許状及び諸資格の適用については、別に定める。 

 
【新入生オリエンテーション時 ＣＡＰ制についての指導例】 

 
「一つ一つの科目をしっかり学習することを目的とし、１年間で４０単位を上限としています。

免許資格を取得する場合は４０単位を超えても構いませんが、ＣＡＰ制か設定された主旨をよく

理解してください。」 
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ティーチング・アシスタントの活用について 
聖徳大学 

＜概要＞ 
聖徳大学の教育指導体制の充実を図り、教育効果を高めることを目的として本学大学院の学生に教育補助

業務を行う者（ティーチング・アシスタント（以下「TA」という））を委嘱している。 
 

TA は授業科目の担当教員（以下「科目担当教員」という。）の指示に従い、以下の各号に定める業務に従

事する。 
（１） 実験・実習・演習等授業のための補助業務 
（２） 正規の試験以外の試験の採点補助、論文作成・授業に対する学習上の助言等 
（３） 情報処理・機器操作に関する補助 
（４） その他特に必要と認める教育補助業務 

 
TA は、原則として本学大学院博士前期課程（含む修士課程）又は博士後期課程に在学する者で、成績優秀

な学生の中から学部（含む通信教育）の教育補助業務を行うことが適当であると認められた者とする。 
 

TA の採用にあたっては、以下の手続を経るものとする。 
 （１）TA を必要とする科目担当教員は、「TA 申請書」を所属長を通じて学長に申請する。 
 （２）学長は、前号の申請に基づき学部においては教務委員会、学部通信教育においては運営委員会（以下

「委員会」という。）の意見を聴し、科目を決定する。 
 （３）TA は前条に基づき所属研究科長の推薦により、学長が採用を決定する。 
 

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）運用のフローチャート 
 

科目担当教員は聖徳大学ＴＡ申請書に記入後、当該学科長へ提出。 
                      提出 
                        
 
                           学科長が取りまとめる 
                            
 
         窓口                       窓口 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              稟議                               稟議 
                 
 
  
                              窓口(人事課) 
 
 
 
 
                 
 
 
                       窓口(人事課) 
 
 

 

教育支援課 通信教育部学務課 

学部 学部通信 

教務委員会 
申請を選定する 

運営委員会 
申請を選定する 

科目決定 

学長 

科目決定 

研究科長の推薦 
 

学科長 

学長 

採用手続（人事課） 

25



 1 / 2 

 

佐藤（東）委員御提出資料 

桜美林大学シラバス作成要領（2019 年度版抜粋） 

 
・中央教育審議会答申『学士課程教育の構築に向けて』において、「シラバスに関しては、国際的に

通用するものとなるよう、以下の点に留意する」と、明記されております。 

○各科目の到達目標や学生の学修内容を明確に記述すること 

  ○準備学修の内容を具体的に指示すること 

  ○成績評価の方法・基準を明示すること 

  ○シラバスの実態が、授業日、内容の概要を総覧する資料（コース・カタログ）と同等のものにとどまらないように

すること 

 
1. 授業概要・・・授業内容の概略を記入する欄です。 

学生が、その授業の全体像を把握できるよう、授業のねらいや主題などを簡潔に記述ください。 
 
2. 到達目標・・・学生が授業を通して身につけられる能力について記入する欄です。 

当該授業を履修したことにより「学生が何を身につけることができるか」という視点で、測定可能

かつ具体的・現実的な内容を記載ください。到達目標を掲げることで、授業を通して何をすべきかを学

生が理解しやすくなります。また、測定可能な到達目標は、成績評価の透明性、公平性を高めること

にも繋がります。 
 

3. 授業計画・・・授業日（日付及び回数で表記）ごとの内容等を記入する欄です。 
学事暦、学事暦カレンダーを参照のうえ、各授業日の日付及び内容等を箇条書きにしてください。

日付に誤りのないようにご注意ください。祝祭日にも授業を実施することがあります。また、大学祭期

間中は授業を実施しません。なお、「１単位＝45 時間の学修」という単位制の趣旨に基づき、授業期

間に定期試験を含めることは適切ではないため、学期末の試験は定期試験期間中に実施ください。 
 
4. 授業時間外学修・・・受講にあたり必要な授業以外の場における学修等を記入する欄です。 

予習、復習、レポート作成などの自己学修について、「各回の授業内容に対応した授業時間外学修」

または「授業全体の授業時間外学修」の形式で、具体的に記載ください。 
 
5. テキスト、6. 参考書・・・裏面の入力サンプルにてご確認ください。 

 

7. 評価基準・・・評価（A～F）ごとに要求される成績評価基準を記入する欄です。 
2．で掲げた到達目標までの経過点を複数設定し、それらをどの程度達成できたら各評価が与えられ

るのかを明示ください。評価基準には、学生から成績の根拠の問い合わせがあった場合にも明確に回

答できるほどの、客観性・厳格性が求められます。 
 
8. 教員との連絡方法、9. URL・・・裏面の入力サンプルにてご確認ください。 

 

10. キーワード・・・授業内容を端的に表している言葉を記入する欄です。 
学生が検索を行った際にヒットしやすいよう、授業に関連するキーワードを記入してください。 

 
11. 備考・・・上記以外で記載が必要と思われる内容を記入する欄です。 

先修条件等を記載する場合は、必ず履修ガイドと同じであることを確認してください。 

桜美林大学 
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                          桜美林大学 

 

ＣＡＰ制関係資料 

（2019 年度版「アドバイザー指導の手引き」より抜粋） 

 

Ⅱ．本学の教育課程（学士課程） 

 

１．成績評価【『履修ガイド』より抜粋】 

成績は、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」「Ｆ」の５段階によって評価し、｢Ａ｣～｢Ｄ｣を合格として単位を与え

ます。「Ｆ」は不合格とします。「Ｓ」又は「Ｕ」での評価が認められている場合は、「Ｓ」を合格、「Ｕ」

を不合格とします。 

  成績評価等の評語と意味 

Ａ Ｅxcellent：特に優秀な成績 

Ｂ Ｇood：すぐれた成績 

Ｃ Ｆair：一応その科目の要求を満たす成績 

Ｄ Ｍinimal Pass：合格と認められる最低の成績 

Ｆ Ｆailure：不合格 

Ｓ Ｓatisfactory：合格（合否のみで成績を評価する場合） 

Ｕ Ｕnsatisfactory：不合格（合否のみで成績を評価する場合） 

Ｐ  Ｐass：合格（大学院のみ） 

TC Ｔransferred Credit：他大学等で修得した単位等の認定 

Ｉ Ｉncomplete：履修未完了又は成績評価の一時保留 

 

成績評価に関する質問期間について 

成績評価に質問がある場合は、直接担当教員に連絡をするよう指導してください。教員が不在

等により連絡がつかない場合は、各キャンパス教務担当にて｢成績質問書｣を受け付け、担当教員

に連絡します。  

成績質問の対象は直前の学期のみとします。 

質問期間 ： 成績開示日 ～ 次学期履修登録締切日（Drop＆Add 期間を含みません） 

※卒業を希望する学期のみ：成績開示日から５日間。ただし、最終日が土・日・祝日の場合は、

次の平日を締切とする。 

 

 

２．ＧＰＡ制度【『履修ガイド』より抜粋】 

   本学では、各科目の成績の平均値（ＧＰＡ）を用いて、アドバイザーが履修指導を行っています。

このＧＰＡ制度は、学修を効果的に進めてその質を高めるため、導入されました。ＧＰＡは学生の成

績を数値化し、客観的にモニターするためのツールです。ＧＰＡにより、学生は学修効果を自分自身

で把握することができるため、個人の能力や意欲に合わせて主体的かつ充実した履修を行い、学修効

果をあげることができます。ＧＰＡ制度のもとでは、学生は一度登録した科目は責任を持って確実に

履修することが求められます。ＧＰＡは卒業判定にも用いられます。学生は各自のＧＰＡを常に認識

し、学修計画をたてる必要があります。 

 

（１）ＧＰＡの算出方法 

「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」「Ｆ」の５段階の成績評価に、次のとおりグレードポイント（Grade Point）

を付します。 

Ａ＝4.0  Ｂ＝3.0  Ｃ＝2.0  Ｄ＝1.0  Ｆ＝ 0 

履修した授業科目の単位数にグレードポイントを乗じ、その合計を履修単位数の合計で除して算
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出したものがＧＰＡです。 

 

   【例】 授業科目名       （単位数） 評価   ポイント数 

     キリスト教入門      （２単位） Ｂ  ２×3.0＝ 6.0 

     政治経済学        （４単位） Ｃ  ４×2.0＝ 8.0 

     口語表現Ⅰ        （２単位） Ａ  ２×4.0＝ 8.0 

     コンピュータリテラシーⅠ （２単位） Ｂ  ２×3.0＝ 6.0 

     英語コアⅠＡ        （２単位） Ａ  ２×4.0＝ 8.0 

     英語コアⅠＢ        （２単位） Ｄ  ２×1.0＝ 2.0 

      英語エレクティブⅡ-中級   （１単位） Ａ  １×4.0＝ 4.0 

心理学          （４単位） Ｆ  ４×  0＝  0 

     スポーツ(ウィークリー)テニス 1 （１単位）  Ｂ  １×3.0＝ 3.0 

合 計      ① 20 単位        ②45.0 

ＧＰＡ＝②÷① → 45.0÷20＝ 2.25 

※ＧＰＡの算出は、小数点第２位までとし、第３位以下は切り捨てます（四捨五入はしません）。 

※成績が「Ｆ」の科目は再履修することができます。再履修してＡ～Ｄの評価を受けた場合、通算

ＧＰＡは再履修後の成績評価で算出されます。 

 

（２）ＧＰＡに基づく指導及び卒業要件等 ＣＡＰ制 

①履修登録単位数の上限の変動 

入学した最初の学期は 20 単位を上限とします。この上限は、次学期以降、前学期のＧＰＡにより

次のとおり変動します。 

 

入学した最初の学期                20 単位 

◎次学期以降、前学期のＧＰＡにより、次のとおり変動します。 

  前学期のＧＰＡが 3.0 以上     24 単位 

  前学期のＧＰＡが 2.0 以上 3.0 未満 20 単位 

前学期のＧＰＡが 2.0 未満  16 単位 

 

②ＧＰＡによる指導等 

１）前学期のＧＰＡが 2.0 未満となった学生に対しては、アドバイザーによる注意と指導を行い

ます。 

２）ＧＰＡ2.0 未満が２学期連続又は通算で３学期になった学生に対しては、本人及び保証人（保

護者等）を呼び出し、アドバイザーによる注意と指導を行います。 

３）ＧＰＡ2.0 未満が３学期連続又は通算で４学期となった学生に対しては、教授会の議を経て

書面にて強く注意を喚起します。 

４）入学時から卒業時までの通算ＧＰＡが 3．5 以上の学生は、卒業時に成績優秀者として表彰し

ます。 

 

③卒業要件 

卒業するには、本学において定められた期間の在学、定められた授業科目を含む 124 単位以上の

修得のほか、入学時からの通算ＧＰＡが 1．5 以上であることを要します。 

※上記の卒業要件は本学としての最低基準です。詳細は各学群の卒業要件を参照してください。 

 

 

以上 
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桜美林大学 

履修指導体制の確立 

（2019 年度版「アドバイザー指導の手引き」より抜粋） 

 

 本学の学士課程では、専任教員がアドバイザーとして学生一人ひとりを担当し、教学指導、学生指導

を行う制度が設けられています。 

アドバイザーを担当する教員は、学生の様々な学修ニーズを理解して、可能性を最大限に引き出すよ

うに努めてください。また、学生の履修登録と成績をモニターし、学生生活についても必要に応じて助

言や指導を行ってください。そのためにも、この「アドバイザー指導の手引き」とともに、学生の入学

年度に応じた『履修ガイド』『学生生活ガイド』に普段から目を通し、助言や指導に必要な教育課程につ

いての理解を深めておく必要があります。また、「シラバス（e-Campus）」も適宜参照して、授業科目の

内容についても把握しておいてください。 

 

Ⅰ．アドバイザーの役割と関連制度 

 

１．アドバイザーの役割 

アドバイザーの役割には、具体的には次のようなものがあります。 

○履修登録の指導と確認 

○メジャー・マイナーの登録又は変更の承認 

○学修及び学修計画に関する指導と助言 

○休学、転学、留学、転群、退学等に関する指導 

○学生が効果的な学修を行うための支援 

○事件事故等に関する学生指導  

○経済的支援に関する各種書類の承認 

○留学生の指導・在籍上の管理 

 

２．オフィスアワー 

学生は、アドバイザーに予約をして相談を受けることができます。学生が連絡を取りやすいように

オフィスアワー（面談時間）を明示し、さらにその他の時間における連絡方法も指示しておいてくだ

さい。基準については以下のとおりとなります。 

●オフィスアワーの基準  

１コマ（100 分）／１回、週２回（異なる曜日）合計２コマ（200 分）を基準とする。  

※コマ単位での実施を原則とします。 

（例外として 0.5 コマ（50 分）での設定も可とします。基準を下回らないようご注意ください） 

 

３．関係者との協力 

必要に応じて、学生が履修している授業科目の担当教員、各キャンパス教務担当、学生支援担当（以

下「旧学生課」）、国際センター、保健衛生支援室、学生相談室等のスタッフとも協力して、指導にあ

たってください。どの教員・部署と連絡を取るべきか判断できないときは、各キャンパス教務担当に

ご相談ください。 

 

４．学生とアドバイザーとの関係についての留意点 

学生を指導するにあたっては、以下の点に留意してください。これらの点は、『履修ガイド』にも記

されていますが、初めに両者で確認しておいてください。 

（１）プライバシーの保護 

①個人情報保護法に基づき、本人の同意なく個人データを第三者に提供することを禁じています。
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学生の学籍や成績等に関する個人情報の取扱については、十分にご注意願います。 

②指導に際して、学生の家庭や個人的な事情をたずねる必要がある場合には、細心の注意をはらい、

本人の意思を尊重したうえで質問してください。 

（２）不服の申し立て 

学生は、アドバイザーの指導について不服があるときは、学群長に申し立てることができます。

このような場合、学群長は公平な立場で問題の解決にあたります。 

（３）アドバイザーの変更 

正当な理由によりアドバイザー変更を希望する学生は、教務委員等を経由して学群長に申し立て

ることができます。また、教育上必要と認める場合には、アドバイザーの側から学群長に変更を提

起することができます。 

  

５．履修登録の指導と確認 

学生は、毎学期の履修登録に際して、履修する授業科目についてアドバイザーに相談をして、確認

を得なければなりません。学生の履修登録を確認した場合は、OBIRIN e-Campus（以下、「e-Campus」

とします。）にログインし、各学期履修放棄の締切日までにホーム画面（ログイン直後の画面）の「検

索」欄に表示されているアドバイジーにチェックを入れ「履修確認」ボタンをクリックしてください。

（詳細は e-Campus 上のマニュアル（教員用）をご参照願います。） 

指導にあたっては、以下の点を中心に問題がないことを確認した上で、学生の入学年度に応じた『履

修ガイド』を使用し、履修科目についてアドバイスを行ってください。 

 

○各履修科目が、必修や選択の要件に合っているか。 

○各履修科目が、年次指定その他の履修条件に合っているか。 

○クラス指定がある科目は、正しいクラスであるか。 

○履修登録単位数が上限を超えていないか。 

○単位認定（留学、単位互換、各種技能審査）されているか。 

※他大学等の授業科目の履修についても、履修登録の上限に含まれます。 

※春秋継続（通年）開講の授業科目については、原則として当該科目に定められた単位数の２分の１

を、当該学期の単位数として計算します。 

 

※履修指導の経過に対しての保護者からの問合せには、説明責任が伴います。連絡に対して応答のな

いアドバイジーとの対応記録などは e-Campus の「アドバイジー一覧」画面（アドバイジーにチェッ

クを入れて「一覧表示」をクリックすると表示されます）のメモ欄に履歴を残しておいてください。

また、原則として対面による直接指導をお願いします。しかし、学生の諸事情によっては電話やメ

ールによる指導でも構いません。 

 

６．ＧＰＡが 2.0 未満の学生への継続的な注意や指導 

前学期のＧＰＡが 2.0 未満の学生に対しては、各キャンパス教務担当からの該当者リストを元にア

ドバイザーは継続的に本人を呼び出して注意と指導を行ってください。またＧＰＡ2.0 未満が２学期

連続又は通算で３学期となった学生に対しては、本人だけでなく保護者も呼び出して注意と指導を行

っていただきます。 

この指導は、学修状況について学生本人に自覚させるとともに、保護者に対して説明し、指導上の

協力をお願いすることを目的としています。注意や指導にあたっては、単に学生を叱責するのではな

く、学生の事情に応じた十分な配慮をお願いいたします。また、ＧＰＡ2.0 未満が３学期連続又は通

算で４学期に達した場合に教授会の議を経て書面にて強く注意の喚起を行うこと、入学時からの通算

ＧＰＡが 1.5 以上でなければ卒業できないことなどを、学生に確認させてください。 

 

以上 
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佐藤（浩）委員 

御提出資料 

シラバスフォーマット案 
作成：佐藤浩章 

授業科目名：大阪大学リーダーズアカデミー 授業コード：XXXX  
担当者氏名：佐藤 浩章 担当者所属：全学教育推進機構 
開講学期：春夏学期 単位数：２ 
開講年度：2019 開講日時：火曜 5 限目 
キーワード：リーダーシップ、チームワーク 
授業の目的：学生時代や卒業後に、組織を率いる人になるために、リーダーシップに関する諸理論を
学び，実践的にリーダーシップを身に付けてもらう 

 
対応するカリキ
ュラム目標 

DPⅢ 多様な人とコミュニケーションができる（50％） 
DPⅣ 組織や社会の一員として生きていく能力（50％） 

到達目標 
 
 
 
 
 
成績評価方法 

①リーダーに
求められる５
つの実践を説
明できる。 

②リーダーシ
ップに関する
代表的な理論
を、歴史的変
遷を踏まえて
論理的に説明
できる。 

③リーダーに
求められる資
質・能力・行
動を特定し，
それぞれにつ
いて論理的に
説明できる。 

④チームの中
でリーダーシ
ップを発揮す
ることができ
る 

⑤リーダーに
不可欠なプレ
ゼンテーショ
ンスキルやデ
ィスカッショ
ン能力を発揮
でき 

①事前読書課題
およびそれを使
った討論への参
加状況 

５％ 5%  ５％ 15％ 

②グループセミ
ナーの内容とプ
レゼンスキル 

  5％ 10％ 
 

5％ 

③個人プレゼン
の内容とプレゼ
ンスキル 

  20％  20％ 

④授業における
リーダーシップ
の発揮 

   10％  

授業時間外学習や課題に対するフィードバック方法： 
①事前読書課題：グループ討論時に記入状況をチェック 
②討論：授業終了後に SA から個別フィードバック、全体討論時は即時フィードバック 
③プレゼン：ルーブリックによる評価シートの返却 
④リーダーシップ発揮：最終回に表彰 
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授業計画 
日程 タイトル 内容 教育方法 授業時間外学習 
①4/9 オリエンテー

ション 
・概要説明と自己紹介 
・これまでに出会ったリ
ーダー分析 

・講義法 
・グループ討論
（4 人） 

・教科書第 2 章を読みリー
ディングガイドシートに記
入する。 
・IMI-R に回答する。 
推定時間：240 分 

②4/16 第１部：模範
となる 
①価値観を明
らかにする 

・自分が大切にする価値
や強みを理解する 

・講義法 
・グループ討論
（4 人） 

・教科書第３章を読みリー
ディングガイドシートに記
入する。 

 
教科書：クーゼス、ポズナー（2014）『リーダーシップ・チャレンジ』（原書第５版）（海と月社） 
参考書：初回授業時にブックリストを配付します。 
受講のルール：  
連絡先：xxxxx@celas.osaka-u.ac.jp 
その他・担当者からのメッセージ：リーダーシップ論は実践的な学問です。皆さんはリーダーシップ
について学んだことはないかもしれませんが、リーダーになったり、リーダーシップを発揮したりと
いう経験はあるでしょう。常に過去の自分や周りのリーダーを思い出して、リーダーシップ理論と関
連づけながら学んでください。また、大学の授業やサークル、バイト先といった日々の生活の中で
も、リーダーシップを発揮しながら授業を受けるとより効果的です。 

 
レッスンプラン例 
第 1 回目 タイトル：オリエンテーション 
到達目標 ① 授業の概要・流れを説明できる。 

② 初対面の相手に効果的な自己紹介をすることができる。 
③ リーダーに求められる資質・能力を列挙することができる。 

時間 項目 内容 教育方法 

序
論 

10 分 ・配付資料の確認 
・受講生の確認 

出欠確認、配付資料確認、名札作
成指示、スタッフ自己紹介 

講義法 
 

15 分 ・シラバス説明 説明と質問確認 講義法 

本
論 

20 分 ・過去に出会ったリーダー分析 個人ワーク 3 分、グループ内共有
5 分、全体共有 12 分 

グループ討論 

5 分 ・スタッフからフィードバック プレゼン、傾聴の基本 講義法 

※フォーマットは、作成者が複数の大学において提案しているものをあわせたものであり、現段階で使
用している大学はありません。 
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1 

 

 

清水委員 

御提出資料 

１．山梨県立大学におけるシラバス記載例 
 

 

 

 

科目名 教育基礎論（幼・小）     

担当者 ○○○○     

開講期 前期 履修年次 １ 必修選択別 選択 

単位数 ２単位 時間数 30 時間 授業形式 講義 

カテゴリ 地域課題科目 科目ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ ABC45678  

【科目の目的】 

「なぜ学校に通わなければならないのか？」「学校教育はどのような社会的機能を果たしてきたのか？」「国家と教

育の関係とは？」「教育基本法はなぜ改正されたのか？そのねらいは？」といった具体的な問いから、分かりやすく

教育の諸原理を考察し、自身の教育観・教師観・子ども観の土台作りを行うことを目的とする。その上で、下記の

到達目標に掲げる学校教員としての基礎的な知識を体系的・総合的に修得できるように指導を行う。 

学士専門力：「教職知識理解」 

 

【到達目標】 

（知識・理解） 日本の近代教育史と戦後の学習指導要領の変遷、近代の教育思想、教育制度・

行政の原理や機能、教員制度や学校経営、生徒指導の現状や課題、主要な教育法規の理念

や条文の意味など、教育についての基本的な理念・事項を理解し、説明することができる。 

（思考・技能・実践） 現代日本の教育の課題や改革動向を多面的に考察し、個別・具体的な

問題意識を持ち、自身の見解をまとめることができる。 

（態度・志向性） 学修を通して、教職を志す者に求められる成長課題をより強く認識できる。 

 

【授業内容】 

第１回 現代社会における教育上の諸課題と近年の教育改革の動向 

第２回 戦後日本の社会変化と教育政策の変遷①－デューイの教育思想と戦後新教育の始まり 

第３回 戦後日本の社会変化と教育政策の変遷②－詰め込み教育からゆとり教育へ 

第４回 戦後日本の社会変化と教育政策の変遷③－ゆとり教育批判と学力向上への取り組み 

第５回 教育方法を考える－「主体的・対話的な深い学び」の実践と課題 

第６回 教員制度を考える－教員の資質向上と研修制度 

第７回 教育行政を考える－教育委員会制度と公立学校選択制の課題 

第８回 学校経営を考える－学校評価と新しいタイプの学校 

第９回 生徒指導を考える－指導困難学級と教員の職場環境 

第10回 学校教育の目的・意義を考える①－明治期における近代教育制度の成立 

第11回 学校教育の目的・意義を考える②－義務教育制度の確立と教育勅語の発布 

第12回 教育法規を考える①－旧・教育基本法の成立と教育関係法規の体系 

第13回 教育法規を考える②－改正教育基本法の特徴と公教育の原理 

第14回 子供と家庭教育に関する思想－ルソー、ペスタロッチ、モンテッソーリ 

第15回 学習と学校教育に関する思想－コメニウス、イリイチ、ラングラン 

定期試験 

 

【授業外の学修】 

・第１回目の授業時に配布する授業計画表内に示した、各授業回に関連したテキストの該当頁

については、予め読み込んでおくこと。 

・第10回の授業時に示すテーマについて、課題レポート（1,200字以上）を提出すること 

 

 

 

通し番号（①②…、その

１・その２…）やテキスト

の章題を記入しただけで

は不十分である。副題を

補うなどして、具体的な

学修項目を記入する 

・教員の視点に立ち、授業設定の意義や目的などを端的に示す 

・学生の科目選択を容易にし、目的意識が明確となるように記入 

観点（「知識・理解」等）別に設定 

地域に関する科目に該当する場合、「地域実践科

目」「地域課題科目」「地域関連科目」から選択 

科目にて扱う学士力を、「学士基盤力」

あるいは「学士専門力」の別で記載 

【授業内容】の枠の中に、【授業外の学修】の見出しを作成し、

【授業内容】の文字制限 4,000 字の範囲で、授業のコマに合わせ

て、予習や復習の内容を具体的に指示する 

別紙 1-2  シラバス記載例 
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2 

 

 

 

 

 

 

【教育方法】 

・パワーポイントや DVD 映像を用いて講義形式で進める。 

・毎回コメント票を配布し、履修者から寄せられた質問や意見を次回の授業で紹介し、意見交換を行う。 

・教員採用試験で頻出する法律や用語については、ワークシートに要点をまとめて解説する。 

 

【実務経験のある教員による教育方法】 

・教員の資格・職業・実務経験：元県立高等学校長、県教育委員会高校教育課勤務 

・具体的な教育方法：上記の実務経験者をゲスト講師に迎えて、第６回「教員制度」、第７回「教育行政」

、第８回「学校経営」の授業回にて、今日の教員の職務状況や教育行政の業務内容、学校経営の実際

と課題について、現場での職務経験を踏まえた具体的な講話をいただく予定である。 

 

【評価方法】  

知識・理解：定期試験（40％） 

思考・技能・実践：課題レポート（20％） 

態度・志向性：コメント票の記載内容（40％） 

 

【必携図書】 

・佐藤晴雄『現代教育概論 第２次改訂版』（学陽書房、2007年、2,500円） 

 

【参考図書】 

・苅谷剛彦『教育改革の幻想』（ちくま新書、2002年、600円） 

 

【履修上の注意】 

・教職免許取得のための必修科目である。 

・履修対象…幼稚園教諭免許課程と小学校教諭免許課程の学生が履修できる。 

 

 

【過去の活動状況】 

http://tpms.yamanashi-ken.ac.jp/login/selfauth 
 

【学生へのメッセージ】 

参考書として挙げた教育学や教職関係の書籍は、図書館を積極的に活用して、予め読み込んでおきましょ

う。また、学校教員となるためには、教育関係の事項はもちろん、社会全般に関する幅広い教養を身につけ

ておく必要もあります。日頃から新聞やニュースにも目を通して、批判的・多面的に考察するように心がけまし

ょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

履修制限（履修対象者や人数など）

がある場合や、免許・資格取得に係

わる科目である場合には、その旨

を記入する 

当該授業に関連する過去の活動状況

や成果に関する Web サイトがある場

合には、その URL を記入する 

・到達目標の達成度を具体的に測定する方法を示す 

・できる限り２つ以上の評価基準を用いる 

・到達目標の観点毎に、評価手法の具体的な割合

を％で提示する 

・授業の進め方や方法を具体的に、分かりやすく記入する 

・アクティブ・ラーニングを取り入れている授業について

はその実践方法を記入する。 

実務経験者による授業や、インタ

ーンシップや実習等の現場での学

びを取り入れた授業の場合、【実務

経験のある教員による教育方法】

の欄を作成し、内容を示す。 
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２．山梨県立大学における履修科目の登録単位数の上限について 

教育委員会 

  

１．履修科目の登録単位数の上限について 

本学では、過剰な授業科目の履修登録を防ぎ、登録された科目に対応した適切な学修時間を確保するために、

一年間に履修登録できる単位数の上限を４９単位までと定めています。 

 

２．対象科目、除外科目について 

 前条に規定する上限単位数の対象となる授業科目は、本学において卒業の要件として履修する授業科目と

します。ただし、次に掲げるものについては、履修登録単位数の上限から除くこととします。 

 

①夏季・春期休業期間中に集中講義として開講される授業科目 

②他の大学等または外国の大学等で履修して単位認定を受けた科目 

③大学以外の教育施設等における学修（検定試験など）により単位認定を受けた科目 

④入学前既修得単位認定を受けた科目 

⑤３年次編入生が履修する１年次および２年次開講授業科目 

⑥各学部にて指定する次の科目 ※⑥については学部によって除外科目が異なりますのでご注意ください。 

 [国際政策学部] 

・教員免許状課程に登録している学生が履修する当該課程の授業科目（登録している教科・校種の科目に

限る。） 

・日本語教員養成課程に登録している学生が履修する当該課程の授業科目 

  

 [人間福祉学部] 

・教員免許状課程に登録している福祉コミュニティ学科の学生が履修する当該課程の授業科目（登録して

いる教科・校種の科目に限る。） 

・社会福祉士養成課程に登録している学生が履修する当該課程の授業科目 

・介護福祉士養成課程に登録している学生が履修する当該課程の授業科目 

・精神保健福祉士養成課程に登録している学生が履修する当該課程の授業科目 

・保育士課程に登録している学生が履修する当該課程の授業科目 

 

 [看護学部] 

  ・養護教諭一種免許状課程に登録している学生が履修する当該課程の授業科目 

 

※この他、各学部・学科から、履修登録についての指導があった場合、その指示に従うようにしてください。 
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山梨県立大学における科目ナンバリングについて 

教育委員会 

 

１．科目ナンバリングについて 

本学では、教育課程の体系的な編成や、教育課程の可視化を目的に、大学の授業で展開されている

科目に番号付けを行う科目ナンバリング制度を導入しています。 

 

２．科目ナンバリングの構造について 

本学のナンバリングは、次のとおり各科目に８桁の番号を付しています。 

具体的な科目毎のナンバーについては、学生便覧に掲載していますので、ご確認ください。 

      

 

 

 

・レベル 

学部 
共通科目 １ 

専門科目 ２ 

学部・大学院共通  ３ 

大学院  ４ 

教職  ９ 

 

・学科 

全学共通科目・教職科目 ０ 

総合政策学科 １ 

国際コミュニケーション学科 ２ 

福祉コミュニティ学科 ３ 

人間形成学科 ４ 

看護学科 ５ 

看護大学院 ６ 

 

・科目群 

  教育課程表の分類に準じています。 

 

・通し番号 

科目群毎に違う通し番号を付しています。 

 

・その他の区分 

  今後の項目追加を想定したものです。当面は「０」が付されることとなります。 

 

 

 １     １   ０１  ００１  ０ 
レベル（区分）   学科   科目群  通し番号  その他の分類 
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３．山梨県立大学における履修指導体制について 
                                   清水一彦 
〇クラス担任制度（国際政策学部・人間福祉学部） 
各学年を 2 クラスに分け、それぞれに担任の教員が配置されている。 
クラス担任は履修や学生生活全般の指導を行う。 
3 年生以上になると学生は各学部教員のゼミに所属することになるため、クラス担任と合わ

せて指導を行う。 
また、各学部教務委員の教員がオリエンテーションやオフィスアワーの時間を利用して履

修相談や指導を行っている。 
 
〇チューター制度（看護学部） 
大学における修学支援や学生生活支援のために、学年を越えて相談、協力、連携をするため

に採用している。 
教員数名と各学年 10人ずつの学生でグループ編成を行い、履修指導や相談等を行っている。 
 
〇成績不良者への指導 
各学期・年間ごとに学生のＧＰＡを学科長及び教務委員が確認し、ＧＰＡが１．５未満の学

生に対しては各担任の教員が面談・指導を行っている。 
 

ＧＰＡによる学修状況・学修成果の判断基準 

GPA 学修状況および学修成果の総合的判断 

4.5～3.5 学修への取り組み状況が非常に良好な大変優れた成果です。 

3.4～2.5 学修への取り組み状況が良好な優れた成果です。 

2.4～1.5 学修への取り組み状況が概ね良好な成果です。 

1.4～0.5 学修への取り組みが不十分でより一層の努力が必要です。 

0.5 未満 学修への取り組みが著しく不足しており相当の努力が必要です。 

 

学期 GPA「1.5 未満」の学生については、担任またはゼミ指導教員(飯田キャンパス)・チ

ューター(池田キャンパス)による履修および学修に関する指導が行われる。 

 

〇修学指導の内容について（詳細については「流れ図」参照） 

担当教員は、教務委員長からの教授会報告を受け、当該学期 GPA が「1.5 未満」の学生が

いた場合には、個人面談の機会を設ける。面談において行われるべき修学指導の内容として

は以下のものが考えられる。 

1) 成績不振の要因・理由についての意見交換 

2) 学修方法や授業姿勢に対する指導・助言 
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3) 次学期の履修計画の把握や助言 

4) 学修情報支援システム活用の推奨 

5) その他 

 

〇修学指導の実施報告について 

 当該学生に対する修学指導を担当教員はその旨を報告し学部長に指導の実施報告を文書

により行う。なお、学部長の判断により、学部全体としての学修状況改善のための指導が必

要となった場合には、教務委員会が学部全体の指導計画を立案し、教授会に提案を行う。 

 

＜ＧＰＡに基づく修学指導の流れ（池田キャンパスの場合）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務室担当者は「GPA1.5 未満の学生 (以下、当該学生)」
情報を直近の教務委員会において報告し、教務委員長は教

授会 (3 月/9 月) 報告を行う。 

当該学生を担当するチューター教員

は修学指導を行う。 
教務委員会における修学

指導対象学生の確認 

次学期開始前 

各学期末 

修学指導を行った担当教員は、チュー

ター責任者に実施報告を行う。 

チューター責任者は学部長に修学指

導の実施報告を文書で行う。 

学部長は必要に応じて学部全体の学

修状況改善のための指導(*)実施計画

立案を教務委員会に指示する。 

学部長からの指示を受

け、実施計画を立案し教

授会に提案を行う。 
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教学マネジメント特別委員会
説明資料

ー国立高専の場合ー

国立高専機構
伹野 茂

平成３１年４月２６日

但野委員
御提出資料
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① シラバス関係（１）

＜シラバスの構成①＞
• MCCに関連づけて到達目標を明示することが必須

→全高専必須の到達目標と到達レベルとして各高専のカリキュラムに内包
（高専機構本部へ報告）

＜学びの動機付けにシラバスを利用＞
・カリキュラムマップ自動生成→大きな学びの流れを確認し、学びの意義を認識
・キーワード検索機能→今の学びが高専で深く学びたいと思っていた科目につなが

ることを認識させる学びの動機付け→（例：下図）ロボットと検索すると、上級学
年の関連科目が編みかけされ「ロボットを学ぶため必要な科目」と気づいた学びへ

学生にこの気づきを促す学習指導

学びの成果の蓄積（ポートフォリオ）

＜実施組織＞
教務委員会・担任・

科目間連携組織

「ロボット」が関係する科目抜粋(編みかけ部分）

モデルコアカリキュラム(MCC)策定により、「学生に対して何をいつ、どこまでどの科目で到
達させるか」のカリキュラムマネジメントが重要になっている

「学生は何をどこまでできるようになったか」の教育にシフト。このため全高専共通のWebシ
ラバスシステムを構築・利用開始し、カリキュラムマネジメントにも利用

履修指導・体制

4
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シラバス関係（２）
＜シラバスの構成②＞
• 各授業回は到達目標を明示（教師が何を教えるかではなく、学生は何ができるようになる

か）
• 成績評価の基準（優・良・可など）をルーブリックで明確化→実技・レポートなど試験での

定量的評価が困難な科目も、学生自身が評価の妥当性を確認できる
• 科目と学科の教育目標、DP、JABEE基準との対応を明示（自動生成）
• 試験、課題、発表など、評価項目ごとの評価割合を明記
• 学修単位科目は自学自習時間や自学すべき内容を記載

到達度を基本とする表現

学生の到達度目線の記載
（～できるの文末）

評価割合の明示

学校・学科の教育目標との関連

成績評価の基準のルーブリック
（抜粋）

4
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釧路工業高等専門学校  開講年度 平成31年度 (2019年度) 教科名 プログラミング言語IIIA
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 必修

授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 情報工学科（情報工学分野） 対象学年 4

開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 教科書: 高橋麻奈, やさしいJava第6版. ソフトバンククリエイティブ, 2016. 参考書1: 武藤健志監修, 独習Java第4版.
翔泳社, 2009. 参考書2: 井上誠一郎他, パーフェクトJava. アリエルネットワーク, 2009.

担当教員 天元 宏

到達目標
評価項目1: Javaを用いてデータの入力及び、インタラクティブな操作を行うプログラムの作成ができる。
評価項目2: UMLクラス図の読み書きができる。
評価項目3: プログラムの動作を説明できる。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
Javaを用いてデータの入力及び、
インタラクティブな操作を行うプ
ログラムの作成ができる。

Javaを用いてデータの入力操作を
行うプログラムの作成ができる。

Javaを用いてプログラムの作成が
できない。

評価項目2 UMLクラス図およびインスタンス
図の読み書きができる。

UMLクラス図の読み書きができる
。 UML図の読み書きができない。

評価項目3
プログラムの動作を正しい日本語
(または英語)で開発側向けとユー
ザー向けにそれぞれ説明できる。

プログラムの動作を正しい日本語
(または英語)で説明できる。

プログラムの動作を説明できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 D, JABEE d-2, JABEE d-3

教育方法等

到達目標としていくつかの項目に分けて提示

到達目標の項目に対応した形で評価基準を明示

学科のDP（到達目標）との対応関係を記載

シラバスにおける標準的な記載事項
• Webシラバスシステムによって全国の国立高専で同じ事項が提示される

→ 下図参照

シラバス以外の対応：webシラバスシステムの機能として対応
• 他の授業科目との関連性の説明

→ webシラバスシステムへの入力によりカリキュラムマップが自動作成されシステムで表示

シラバス関係（３）

授業形態や開講期，単位数などの基礎情報

4
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学習・教育到達度目標 D, JABEE d-2, JABEE d-3

教育方法等

概要

Javaを用いて、オブジェクト指向でプログラムを設計し、実装（コーディング）ができ、かつ、その説明文が書けるよ
うになることを目標とする。第3学年までに学習した様々な手続き型プログラミングの技術を基に、現在のソフトウェア
開発において必須の知識であるオブジェクト指向型プログラミングの技術を、JavaおよびUML図を通して学習する。キ
ーワード：専門分野

授業の進め方と授業内
容・方法

本科目を履修するためにはLinux(UNIX)におけるコマンドラインでのファイル操作及び、エディタ操作、C言語の知識が
前提となる。特に、C言語の知識は必須であるから、第3学年のプログラミング言語IIおよび情報工学実験Iの内容を十分
に復習し、理解しておくこと。レポート課題は10本程度与えるので必ず全て遂行すること。

素点7割・レポート平均3割で60点合否判定を行う。ただし、全レポートの提出を合格の必要条件とする。合否判定点で
不合格となった場合は、未提出・要再提出となっている全レポートを十分な内容で提出していることを条件として、再
試験を実施する。

この科目は、第5学年での卒業研究で必須となるプログラミング技術を学ぶ最後のチャンスであるから、特にプログラミ
ングに苦手意識を持っている諸君は、全力で取り組み、ここで遅れを取り戻して欲しい。

前関連科目: 3Jプログラミング言語II・3J情報工学実験I
後関連科目: 5J卒業研究

注意点

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 手続き型のCとオブジェクト指向のJavaの違い プログラミングパラダイムの違いを答えられる。

2週 オブジェクト、クラス、インスタンス クラスとインスタンスの違いを答えられる。

3週 オブジェクト、クラス、インスタンス クラスとインスタンスの違いを答えられる。

4週 コンストラクタ、this、文字列型 thisを初期化できる。文字列を扱える。

5週 コンストラクタ、this、文字列型 thisを初期化できる。文字列を扱える。

6週 staticメソッド、オーバーロード static/非staticメソッドを使い分けられる。

7週 staticメソッド、オーバーロード static/非staticメソッドを使い分けられる。

8週 前期中間試験 ここまでの全てレポートを提出できる。

9週 情報隠蔽、ゲッターとセッター ゲッターとセッターでアクセスできる。

10週 クラスの継承とインターフェース 継承により新しいクラスを作成できるなど。

11週 クラスの継承とインターフェース 継承により新しいクラスを作成できるなど。

12週 配列とオブジェクトの配列、ポリモーフィズム 配列が利用できる。ポリモーフィズムを利用できる。

13週 配列とオブジェクトの配列、ポリモーフィズム 配列が利用できる。ポリモーフィズムを利用できる。

14週 UMLクラス図、オブジェクト図 UML図を読み書きできる。

15週 Java標準命名規則 Java標準命名規則に従って変数名を付けられる。

16週 前期末試験 ここまでの全てレポートを提出できる。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 30 0 100

基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0

専門的能力 70 0 0 0 30 0 100

分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

週ごとの授業内容と到達目標を明示

授業の概要，内容，方法を解説

何によって評価を行いその割合がどうなるのかを明示

（学修単位の場合：事前学修の内容の記載）
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②ＣＡＰ制

② ＣＡＰ制関係，③ 履修指導関係

③履修指導の実施体制・主体

学年制でありCAP制を導入する必要がない

• 各高専の教務委員会、担任、科目間連携組織などが対応。大学に比べ
必修科目が多いので安易理由による科目選択は少ない。このため、履
修指導は「今の学びの将来への意味づけ」も意識させる（そのための
カリキュラムマップや検索機能の利用）

• 専攻科生によるTA、学習支援組織、習熟度別学習、教員相互の授業
観察など進められている

• ポートフォリオを活用して目標達成状況（成長の過程）を客観視させ
る教育を進めている高専もある

4
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松下委員 

御提出資料 

■ 京都大学の事例 

 
1． シラバス関係 
（1）シラバスの公表 
・京都大学の全授業科目のシラバスは、全学のウェブサイト（http://www.kyoto-
u.ac.jp/ja/about/publication/publish-education/class）からリンクされている京都大学

OCW（http://ocw.kyoto-u.ac.jp/syllabuses2019）より見ることができる（学外者も閲覧可）。 
・また、教職員・学生は、京都大学教務情報システム（KULASIS）や学習支援サービス

（PandA）でもシラバス検索ができる（学内者のみ）。 
 
 
  
 
 

 
（2）シラバスの作成と内容確認の体制 
・シラバスの作成にあたっては、①全学の教育制度委員会から、「シラバス標準モデルと作

成要領」（講義、演習、実験、研究指導等、授業形態の違いを反映した記入例あり）が示さ

れ、②各部局で、教務委員会等が基準を満たしているかチェックし、必要に応じて修正依頼

を行っている。 
 

（3）シラバスの記入科目 
 1.～8. 基本項目（授業科目名、担当者名、配当学年、単位数、開講年度・期、曜時限、授

業形態、使用言語） 
 9. 授業の概要・目的 

10. 到達目標（どのような知識・能力などを習得できるか観察可能な具体的内容を記載／

部局の教育目標と整合性をはかり、成績評価と結びつける／DP 及びコースツリー上の

当該科目の位置づけを踏まえて説明／学生を主体にして記載） 
11. 授業計画と内容（授業スケジュールと毎回のテーマを記述 ＊授業形態別に記入例あ

り） 
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12. 履修要件（系統的に履修する上で事前履修が望まれる・必要な科目等） 
13. 成績評価の方法・観点及び達成度（評価方法と評価基準の両方を記載、複数の評価方

法を用いる場合は割合も記載） 
14. 教科書、15. 参考書等、16. 授業外学習（予習・復習）等、17. その他（オフィス・

アワー等） 
 

（4）その他 
・他の授業科目との関連性や DP との関係については別途、コースツリーでも示している。 
 
 
2．ＣＡＰ制関係 
・導入状況：一部の部局（国際高等教育院、法学部、エネルギー科学研究科、専門職学位課

程（法学研究科法曹養成専攻、医学研究科社会健康医学系専攻、公共政策教育部、経営

管理教育部経営管理専攻））で導入ずみ。全学的導入については検討中。 
＊入学から卒業・修了までの学生の動き（Student Flow）や各年次における履修状況等

を把握するため、教育 IR 推進室が中心となって、履修・修得単位や成績評価（GPA）の

状況等をモニタリングするシステムを構築し、運用を始めている。 
・上限単位数： 
（例）法学部 

２年次生 32 単位、 ３年次生 36 単位、４年次生 40 単位を上限とするとともに、２年

次生・３年次生について は、前期・後期のそれぞれにつき 20 単位とする制限もかけて

いる。 
 
 
3．履修指導関係 
・履修指導は、全体的には、年度初めのオリエンテーションによって、また、個別には、担

任（または指導教員）によって実施されている。 
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学生調査を活用した履修アドバイスシステム

1

・学生調査を活用し，学生が今現在の自身の学力（資質・能力を含む）を他学生との比較の中
で認識することによって学生の学びに関するメタ認知を刺激することを目的とする。ワンポイ
ントアドバイスを学士課程ごとに具体的に作成することによって，学生が自身の学びを深める
履修選択することが期待される。
・「入学時調査」および「パネル調査」の実施結果をインフォメーションシステム「成績照
会」画面から閲覧できるシステム
・2018年より社会安全学部において試行的に運用を開始

①成績照会画面下部に「学生等調査結果へ」バナーを掲示
②入学時調査およびパネル調査内の「コンピテンシー（5つの力）」「リテラシー」の他、
「GPA」を加えた７項目をレーダーチャートで表示
③各能力を伸ばすためのワンポイントアドバイスを表示

①

②

③

森委員
御提出資料
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関西大学 TA・LAの定義

〇TAについて
TAは、担任者の責任のもとで、(1)専門的知識に基づく学習者に対する助言、
(2)実験・実習科目とうに於ける教育の補助、(3)その他、教育効果を高めるこ
とにつながる業務の補助を行うものをいう。（TA規程より加筆）

担任者の管理のもとに教育業務を補助し、関西大学の教育力を高める役割を担
う。また、TAの業務は、将来、教育・研究者等になるためのトレーニング機
会として、学生自身の重要なキャリア形成の場として位置づける。（TAガイ
ドラインより）

〇LAについて
LAは、担任者の責任のもとで、(1)授業中における学習支援、(2)授業の前後
における担任者との授業に関する打ち合わせ、(3)その他、受講生の学習を促
進する業務の補助を行うものをいう。（LA規程より加筆）

自分自身の受講経験に基づいた受講生の学習支援等を行い、受講生が大学生と
しての学び方や学ぶ姿勢を体得できるように推進すること、及び、受講生に関
する様々な情報を担任者と共有することを通じて当該科目における受講生の学
習効果を高めることを目的とする。（LAガイドラインより）
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科目数と人数について

〇申請・予算ベースの数値

学期 属性 科目数(クラス） 人数(人) 時間数(時間)

2018春

TA(募集） 77 101 3116

TA(指定） 115 289 8670

国際TA 6 8 270

LA 43 102 2988

2018秋

TA(募集） 76 111 2827

TA(指定） 103 231 6930

国際TA 4 7 180

LA 26 83 2490

※申請・予算ベースの数値のため、実績とは異なります
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その他の履修指導

１ 授業支援SAによる履修相談
履修期間中に、授業支援SAが教務センターにおいて学部別の履修相談
対応。

２ 体育会学生による履修相談
スポーツ庁「日本版NCAA」創設事業・関大アスリート向けキャリア
形成支援プログラム「KSAP」を背景とした勉強会、履修相談会。

【関西大学アスリート勉強会～履修登録編～】
・大学TOP（４月９～11日）：http://www.kansai-u.ac.jp/mt/archives/2019/04/post_4245.html

【関西大学アスリート勉強会～勉強会編～】
・プレスリリース：http://www.kansai-u.ac.jp/global/guide/pressrelease/2018/No78.pdf

【プログラム紹介】
・大学TOP：http://www.kansai-u.ac.jp/mt/archives/2018/10/ksapncaa_1.html

３ 学修コンシェルジュによる相談
職員による学修相談・サポートプログラム。
・大学TOP：http://www.kansai-u.ac.jp/mt/archives/2019/04/2019_28.html
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